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浦の内湾のホンダワラ群落
魚類の産卵場・保育場となりイカの卵が固着



流れ藻に蝟集するブリの稚魚



土佐湾におけるもじゃこ漁業



もじゃこの採捕



採取される流れ藻



土佐湾から九州南岸の流れ藻の現存量の分布



流れ藻添加とモジャコの生残率試験結果



土佐湾の３０年間の水温の変動
１９９７年の高温異常があった



手結地先カジメ群落（1985年）

アワビの住処として重要



手結のカジメ群落の異変（1997年）
葉体がとろけるように流失した



茎だけになったカジメ



２年後の同じｶｼﾞﾒ群落場所、
カジメが消失して石灰藻が繁茂（ 1999年）



磯焼け地帯にサンゴ類が侵入し繁殖



地球温暖化とサンゴの繁殖
柏島のテーブルサンゴ



土佐清水沖の枝サンゴ群集



マリノフォーム２１で、
土佐市清水沖での海洋牧場化試験



マリノフォーラムプロジェクトで土佐清水海域
に試験魚礁設置（1987年）



周囲に海藻の繁茂がない磯焼け地帯なので、
海藻を入れたスポアバッッグを固着した試験魚礁群



試験魚礁に繁茂したホンダワラ類



海藻が繁茂した後、試験魚礁に群れる稚魚



試験魚礁に蝟集するイセエビ



手結地先に設置した試験礁



試験魚礁に繁茂するカジメとホンダワラ類



試験礁に蝟集するアワビ類



関西空港・人工島の海底の藻場造成



コンクリートブロックへカジメ種苗糸移植



移植用コンクリートブロックに繁茂するカジメ



カジメなどの移植初期のテラス上の
カジメの繁茂域



数年後のテラス上のカジメの繁茂の拡大状況



藻場による海域の浄化作用

• 日本全体の藻場で年間約２００万トンの炭素固定をする。これは，日
本全体の森林によって固定される量の１０分の１である。

• アカモクの窒素除去能力は，１平方ｋｍの藻場で，１日５万人分の下
水処理をする下水処理場の浄化能力に四敵する



• 藻場の経済的効果





室戸海域のマクサは、葉長が長く寒天質も良好である
と評価されている



室戸岬のマクサ群落、マクサはこのように
単一群落を作る特性がある。





ウニは平坦な面と角に好んで着生する習性がある



アワビ・トコブシは、夜行性であり、暗いところで平
坦なところ、角に安住する習性がある



室戸海域でのマリンパーク構想が企画されたことが
ある。前面がサンゴ区域、静穏域に藻場造成


